
セグメント別営業概況

総菜関連事業等調味料・加工食品事業
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●�売上高推移	

（単位：百万円）

2019年3月期
第2四半期

売上高構成比

6,310百万円売上高

△193百万円セグメント損益

599百万円売上高

△0百万円セグメント損益

その他 1.6%

81.5% 16.9%
国内の連結子会社７社が行う事業
フレッシュ総菜（日配サラダ・和惣
菜）の製造及び量販店等への販売、
ケンコーマヨネーズからの調理加工
食品及びタマゴ加工品の生産受託
事業

主な事業内容

ショップ事業（Salad Cafeショップ）
及び海外事業※

主な事業内容

● 食品スーパー向けにシーフード
（イカ、エビ、カニ、明太子等）を使用
した 商 品 や 定 番 商 品 の ポテト
サラダが好調に推移

詳しい財務情報は当社のIRサイト（株主・投資家情報）をご覧ください。 検索https://www.kenkomayo.co.jp/ir

30,498百万円

売上高

1,680百万円
セグメント損益

●	�主力商品の1kg形態、小型
形態のポテトサラダの減少

サラダ・総菜類

売上高 9,469百万円

タマゴ加工品 マヨネーズ・ドレッシング類

売上高 9,060百万円売上高 11,198百万円
●	�ファストフード向けのソース

等、海外向けのドレッシング
が伸長

●	�麺用の錦糸卵、オムライス用
のスクランブルエッグがコン
ビニエンスストアを中心に
増加

サラダ・総菜類（ポテト/ごぼう/
ツナ等を使 用したロング 
ライフサラダ等）、マヨネーズ・
ドレッシング類、タマゴ加工
品（厚焼き卵、タマゴサラダ
等）の製造・販売

主な事業内容
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経常利益
■ 第2四半期（累計）　■ 通期

Salad Cafe 近鉄あべのハルカス店
トリプルバランスR
ノンオイル 和柑橘

バターマヨソース
和彩万菜R
冬瓜の桜えび餡 クリーミー

スクランブルエッグH

やさいと大豆ミートの
キーマカレー

ゆで卵Ｈ

2015年
3月期

2016年
3月期

39,448 42,306
45.5％ 45.6％

2017年
3月期

51,442

28,45628,456

55.3％

2018年
3月期

64,837

30,98430,984

47.8％

2019年
3月期

（第２四半期）

65,727

31,745

48.3％

17,967 19,311

総資産・純資産／自己資本比率
■ 総資産　■ 純資産
● 自己資本比率
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903

親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益
■ 第2四半期（累計）　■ 通期

●連結財務ハイライト（単位：百万円）
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売上高
■ 第2四半期（累計）　■ 通期

【売上高】 
● �タマゴ加工品や連結子会社で製造する日配サラダの販売が好調に推移
● �天候不順や地震等の自然災害による影響

【経常利益】 
● �新工場の立ち上げから軌道に乗せるまでの新工場関連費用の増加
● �原材料価格の高騰や人件費の上昇

当第2四半期のポイント

備長炭焼きローストビーフのご馳走サラダ

※�海外事業は持分法適用会社のため売上高には含まれません。

● 財務情報
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